
教科名 地理歴史 科目 世界史探究 単位 ４単位 

 

１． 教科書および副教材・参考書 

教科書：『詳説世界史探究』（山川出版社） 

資料集：『最新世界史図説タペストリー』（帝国書院） 

問題集：『世界史基本用語問題集ツインズ・マスター』（山川出版社） 

：『新世界史研究ノート応用編』（啓隆社） 

 

２． 授業の目標および内容 

 ２年次においては「選択科目」となりますが、内容は１年次学習した近現代から一度離れて、

歴史の始まり、すなわち先史の時代から学んでいきます。遠い過去の記録からいかにして現代世

界が形作られたのか、その過程を学びながら今日の世界の成り立ちを考えてもらいたいと思って

います。数多くの人種や民族はどのように世界へ広がっていったのか、現代の国々はいつ頃どの

ようにして成立したのかといった問題です。特に、現代国際社会において無視できない問題に宗

教問題があります。ユダヤ教やキリスト教、仏教、イスラーム教がいつ・どこで・どのように成

立したのか、宗教の起源とその教えを学ぶことで今日の宗教問題にも思いをはせてもらいたいと

考えています。 

歴史なんて昔のことを暗記するだけだという声を聞きますが、そうではありません。過去を知

ることが現在の諸問題の解決の糸口になっていきます。過去を知ることは未来を生きるためなの

です。授業においても必ず現在と結びつけて歴史を学んでいきたいと思います。また、新聞記事

の国際問題も諸外国の事情を理解して的確な判断が出来るようにしっかりと学習していきたいと

考えています。 

 

３．試験について 
 

 1 学期 2 学期 3 学期 

定期試験 一次 ５月 二次 7 月 一次 10 月 二次 12 月 期末 3 月 

学力試験 なし 第 1 回 9 月 第 2 回 2 月 
 

内容・難易度について 

①  定期試験：100 点満点で出題します。範囲はその都度指示します。 

②  学力試験：100点満点で出題します。 

 

課題・補習について 

学期中に１回、課題レポートの提出を予定しています。 

 

４． 評価の視点 

定期試験の点数を基準に、学力テスト・小テストの結果や提出課題の評価、ノート点、学習態 

度などを基に総合的に評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

 

授業計画 

学期 単  元 学 習 内 容 備 考 

1 序章 世界史へのまなざし 

 

第Ⅰ部 

先史/古代史① 

第 1 章 

文明の成立と古代文明の特質 

 

 

東洋史① 

第 2 章 

中央ユーラシアと東アジア世界 

 

第 3 章 

南アジアと東南アジア世界の形成 

地球環境からみる人類の歴史 

 

①文明の誕生 

②古代オリエント文明とその周辺 

③南アジアの古代文明 

④中国の古代文明 

⑤南北アメリカ文明 

 

①東アジア史（秦～五代十国） 

②中央ユーラシア史 

 

 

①南アジア史 

②東南アジア史 

各単元終了後に、小

テストを実施しま

す。 

2 

 

 

 

古代史②/東洋史②（イスラーム史） 

第 4 章 

西アジアと地中海周辺 

 

第 5 章第 6 章 

イスラーム教世界 

 

中世西洋史 

第 5 章第 7 章 

ヨーロッパ世界 

 

 

①イラン文明 

②地中海世界（ギリシア・ローマ） 

 

 

①イスラーム教の成立 

②イスラーム世界の形成 

 

 

①ヨーロッパ世界の形成 

②西ヨーロッパ世界 

③東ヨーロッパ世界 

 

 

各単元終了後に、小

テストを実施しま

す。 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

東洋史③ 

第 8 章第 9 章第 10 章 

アジアの展開 

①東アジア史（宋～清） 

②西アジア史（オスマン帝国・サ

ファヴィー朝） 

③南アジア史（ムガル帝国） 

 

各単元終了後に、小

テストを実施しま

す。 

 


